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議案第60号 

   職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。            

  令和元年９月12日 

                     提出者 飾区長 青 木 克 德   

 

（提案理由） 

 地方公務員法及び地方自治法の改正を踏まえ、部分休業の承認の対象に会計年度任用職

員を加えるほか、所要の改正をする必要があるので、本案を提出いたします。 

 

   職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

 職員の育児休業等に関する条例（平成４年 飾区条例第１号）の一部を次のように改正

する。 

 第14条第２号中「非常勤職員」を「次のいずれにも該当する非常勤職員以外の非常勤職

員」に改め、同号に次のように加える。 

  ア 特定職に引き続き在職した期間が１年以上である非常勤職員 

  イ 勤務日の日数及び勤務日ごとの勤務時間を考慮して規則で定める非常勤職員 

 第15条第１項中「勤務時間」の次に「（前条第２号ア及びイのいずれにも該当する非常

勤職員のうち地方公務員法第22条の２第１項に規定する会計年度任用職員にあっては、当

該会計年度任用職員について定められた勤務時間）」を加え、同条に次の１項を加える。 

３ 非常勤職員に対する部分休業の承認については、１日につき当該非常勤職員について

定められた１日の勤務時間から５時間45分を減じた時間を超えない範囲内で行うものと

する。ただし、当該非常勤職員が勤務時間条例第18条第２項の規定に基づく規則の規定

による育児時間又は介護時間の承認を受けて勤務しない場合における部分休業の承認に

ついては、１日につき当該非常勤職員について定められた１日の勤務時間から５時間45

分を減じた時間から当該育児時間又は当該介護時間の承認を受けて勤務しない時間を減

じた時間を超えない範囲内で行うものとする。 

 第16条中「及び幼稚園教育職員の給与に関する条例」を「、幼稚園教育職員の給与に関

する条例」に改め、「第19条第１項」の次に「並びに会計年度任用職員の給与及び費用弁
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償に関する条例（令和元年 飾区条例第 号。以下「会計年度任用職員給与条例」とい

う。）第９条第１項及び第24条第１項から第３項まで」を加え、「及び幼稚園教育職員給

与条例」を「、幼稚園教育職員給与条例」に改め、「第22条」の次に「並びに会計年度任

用職員給与条例第13条及び第28条」を、「給与額」の次に「（同条にあっては、報酬

額）」を加える。 

   付 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 


